
無
線

通
信

網
を

活
用

し
た

新
た

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
の

研
究

開
発

～
地

方
創

生
・
震

災
復

興
に

向
け

て
～

岩
手

県
立

大
学

副
学

長
・
理

事
・
地

域
連

携
本

部
長

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

情
報

学
部

教
授

柴
田

義
孝

sh
ib

a
ta

@
iw

a
te

-p
u

.a
c.

jp

2
0

1
5
年

6
月

2
6
日

電
波

利
用

促
進

セ
ミ

ナ
ー

電
波

利
用

促
進

セ
ミ

ナ
ー

電
波

利
用

促
進

セ
ミ

ナ
ー

電
波

利
用

促
進

セ
ミ

ナ
ー

2
0
1
5

2
0
1
5

2
0
1
5

2
0
1
5

in
 

in
 

in
 

in
 九

州
九

州
九

州
九

州



ア
ウ

ト
ラ

イ
ン

1
. 

1
. 

1
. 

1
. 
岩

手
県

岩
手

県
岩

手
県

岩
手

県
立

大
学

に
お

け
る

地
方

創
生

支
援

の
立

大
学

に
お

け
る

地
方

創
生

支
援

の
立

大
学

に
お

け
る

地
方

創
生

支
援

の
立

大
学

に
お

け
る

地
方

創
生

支
援

の
取

組
み

取
組

み
取

組
み

取
組

み

2
. 

2
. 

2
. 

2
. 
震

災
震

災
震

災
震

災
復

興
事

業
復

興
事

業
復

興
事

業
復

興
事

業

・
復

興
観

光
事

業
・

復
興

観
光

事
業

・
復

興
観

光
事

業
・

復
興

観
光

事
業

・
次

世
代

モ
ビ

リ
テ

ィ
事

業
・

次
世

代
モ

ビ
リ

テ
ィ

事
業

・
次

世
代

モ
ビ

リ
テ

ィ
事

業
・

次
世

代
モ

ビ
リ

テ
ィ

事
業

3
. 

3
. 

3
. 

3
. 
災

害
時

に
有

効
な

情
報

通
信

技
術

災
害

時
に

有
効

な
情

報
通

信
技

術
災

害
時

に
有

効
な

情
報

通
信

技
術

災
害

時
に

有
効

な
情

報
通

信
技

術

4
. 

4
. 

4
. 

4
. 
ま

と
め

ま
と

め
ま

と
め

ま
と

め



・
面

積
：
１

５
，

２
０

０
・
面

積
：
１

５
，

２
０

０
・
面

積
：
１

５
，

２
０

０
・
面

積
：
１

５
，

２
０

０
K

m
2

(全
国

第
全

国
第

全
国

第
全

国
第

2
位

、
四

国
４

県
に

匹
敵

）
位

、
四

国
４

県
に

匹
敵

）
位

、
四

国
４

県
に

匹
敵

）
位

、
四

国
４

県
に

匹
敵

）

・
人

口
：
１

・
人

口
：
１

・
人

口
：
１

・
人

口
：
１

3
7
万

人
（
全

国
万

人
（
全

国
万

人
（
全

国
万

人
（
全

国
3

7
第

位
）

第
位

）
第

位
）

第
位

）

・
山

間
部

と
リ

ア
ス

式
沿

岸
が

多
い

・
山

間
部

と
リ

ア
ス

式
沿

岸
が

多
い

・
山

間
部

と
リ

ア
ス

式
沿

岸
が

多
い

・
山

間
部

と
リ

ア
ス

式
沿

岸
が

多
い

・
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

整
備

率
：
全

国
・
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

整
備

率
：
全

国
・
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

整
備

率
：
全

国
・
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

整
備

率
：
全

国
4

6
位 位位位

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

普
及

率
：
全

国
・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

普
及

率
：
全

国
・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

普
及

率
：
全

国
・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

普
及

率
：
全

国
4

5
位 位位位

・
地

デ
ジ

：
県

北
の

中
山

間
部

で
は

Ｔ
Ｖ

が
見

え
な

い
・
地

デ
ジ

：
県

北
の

中
山

間
部

で
は

Ｔ
Ｖ

が
見

え
な

い
・
地

デ
ジ

：
県

北
の

中
山

間
部

で
は

Ｔ
Ｖ

が
見

え
な

い
・
地

デ
ジ

：
県

北
の

中
山

間
部

で
は

Ｔ
Ｖ

が
見

え
な

い

・
携

帯
電

話
：
山

間
部

や
沿

岸
部

で
不

感
帯

が
多

い
・
携

帯
電

話
：
山

間
部

や
沿

岸
部

で
不

感
帯

が
多

い
・
携

帯
電

話
：
山

間
部

や
沿

岸
部

で
不

感
帯

が
多

い
・
携

帯
電

話
：
山

間
部

や
沿

岸
部

で
不

感
帯

が
多

い

・
超

高
齢

化
が

加
速

し
て

い
る

・
超

高
齢

化
が

加
速

し
て

い
る

・
超

高
齢

化
が

加
速

し
て

い
る

・
超

高
齢

化
が

加
速

し
て

い
る

・
こ

れ
ま

で
災

害
（
地

震
、

噴
火

、
津

波
、

や
ま

せ
等

）
・
こ

れ
ま

で
災

害
（
地

震
、

噴
火

、
津

波
、

や
ま

せ
等

）
・
こ

れ
ま

で
災

害
（
地

震
、

噴
火

、
津

波
、

や
ま

せ
等

）
・
こ

れ
ま

で
災

害
（
地

震
、

噴
火

、
津

波
、

や
ま

せ
等

）

が
多

発
し

て
い

る
が

多
発

し
て

い
る

が
多

発
し

て
い

る
が

多
発

し
て

い
る

・ ・・・
2

0
4

0
年

ま
で

に
８

６
％

の
市

町
村

が
消

滅
と

予
測

年
ま

で
に

８
６

％
の

市
町

村
が

消
滅

と
予

測
年

ま
で

に
８

６
％

の
市

町
村

が
消

滅
と

予
測

年
ま

で
に

８
６

％
の

市
町

村
が

消
滅

と
予

測

さ
れ

て
い

る

岩
手

県
の

特
徴
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岩
手

県
立

大
学

で
は

、
「
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

法
」
に

基
づ

き
、

県
内

自
治

体
が

「
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

総
合

戦
略

」
の

策
定

等
を

行
う

に
あ

た
り

、
地

域
連

本
部

に
設

置
し

た
「
地

方
創

生
支

援
チ

ー
ム

」
に

よ
り

、
県

内
自

治
体

と
の

連
携

及
び

本
学

の
シ

ン
ク

タ
ン

ク
機

能
を

強
化

し
な

が
ら

、
そ

の
支

援
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

【
地

方
創

生
イ

メ
ー

ジ
】

「
し

ご
と

」
が

「
ひ

と
」
を

呼
び

、
「
ひ

と
」
が

「
し

ご
と

」
を

呼
び

込
む

好
循

環
を

確
立

し
、

そ
れ

を
支

え
る

「
ま

ち
」
に

活
力

を
取

り
戻

す
「
し

ご
と

」
が

「
ひ

と
」
を

呼
び

、
「
ひ

と
」
が

「
し

ご
と

」
を

呼
び

込
む

好
循

環
を

確
立

し
、

そ
れ

を
支

え
る

「
ま

ち
」
に

活
力

を
取

り
戻

す
「
し

ご
と

」
が

「
ひ

と
」
を

呼
び

、
「
ひ

と
」
が

「
し

ご
と

」
を

呼
び

込
む

好
循

環
を

確
立

し
、

そ
れ

を
支

え
る

「
ま

ち
」
に

活
力

を
取

り
戻

す
「
し

ご
と

」
が

「
ひ

と
」
を

呼
び

、
「
ひ

と
」
が

「
し

ご
と

」
を

呼
び

込
む

好
循

環
を

確
立

し
、

そ
れ

を
支

え
る

「
ま

ち
」
に

活
力

を
取

り
戻

す

国 我
が
国
の
人
口
の
将
来
展
望
を

我
が
国
の
人
口
の
将
来
展
望
を

我
が
国
の
人
口
の
将
来
展
望
を

我
が
国
の
人
口
の
将
来
展
望
を

示
す
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
と

示
す
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
と

示
す
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
と

示
す
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
と

5 555
ヵ
年
の
「
総
合
戦
略
」
の
策
定

ヵ
年
の
「
総
合
戦
略
」
の
策
定

ヵ
年
の
「
総
合
戦
略
」
の
策
定

ヵ
年
の
「
総
合
戦
略
」
の
策
定

設
定

し
た

設
定

し
た

設
定

し
た

設
定

し
た

K
P

I
K
P

I
K
P

I
K
P

Iに
基

づ
き

に
基

づ
き

に
基

づ
き

に
基

づ
き

、 、、、
政

策
の

政
策

の
政

策
の

政
策

の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
検
証

進
捗
状
況
に
つ
い
て
検
証

進
捗
状
況
に
つ
い
て
検
証

進
捗
状
況
に
つ
い
て
検
証

・ ・・・
改
善

改
善

改
善

改
善 岩
手
県

市
町
村

P
D
C
A

P
D
C
A

P
D
C
A

P
D
C
A
サ

イ
ク

ル
を

本
格

的
に

稼
動

さ
せ

つ
つ

、
実

行
へ

サ
イ

ク
ル

を
本

格
的

に
稼

動
さ

せ
つ

つ
、

実
行

へ
サ

イ
ク

ル
を

本
格

的
に

稼
動

さ
せ

つ
つ

、
実

行
へ

サ
イ

ク
ル

を
本

格
的

に
稼

動
さ

せ
つ

つ
、

実
行

へ

「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
５
か
年
の
「
地
方

「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
５
か
年
の
「
地
方

「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
５
か
年
の
「
地
方

「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
５
か
年
の
「
地
方

版
総
合
戦
略
」
を
策
定
・
実
行

版
総
合
戦
略
」
を
策
定
・
実
行

版
総
合
戦
略
」
を
策
定
・
実
行

版
総
合
戦
略
」
を
策
定
・
実
行

岩
手
県
立
大
学

岩
手
県
立
大
学

岩
手
県
立
大
学

岩
手
県
立
大
学

地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

地
域
創
生
支
援
チ
ー
ム

地
域
創
生
支
援
チ
ー
ム

地
域
創
生
支
援
チ
ー
ム

地
域
創
生
支
援
チ
ー
ム

想
定

さ
れ

る
具

体
的

な
支

援
例

想
定

さ
れ

る
具

体
的

な
支

援
例

想
定

さ
れ

る
具

体
的

な
支

援
例

想
定

さ
れ

る
具

体
的

な
支

援
例

①
調

査
・
分

析
協

力
や

事
務

局
案

作
成

支
援

①
調

査
・
分

析
協

力
や

事
務

局
案

作
成

支
援

①
調

査
・
分

析
協

力
や

事
務

局
案

作
成

支
援

①
調

査
・
分

析
協

力
や

事
務

局
案

作
成

支
援

②
検

討
委

員
会

へ
の

出
席

・
参

画
②

検
討

委
員

会
へ

の
出

席
・
参

画
②

検
討

委
員

会
へ

の
出

席
・
参

画
②

検
討

委
員

会
へ

の
出

席
・
参

画
③

情
報

提
供

③
情

報
提

供
③

情
報

提
供

③
情

報
提

供

３
つ

の
視

点

若
い

世
代

の

就
労

・
結

婚
・

子
育

て

の
希

望
の

実
現

「
東

京
一

極
集

中
」

の
歯

止
め

地
域

の
特

性
に

即
し

た
地

域
課

題

の
解

決

「
し

ご
と

」
と

「
ひ

と
」
の

好
循

環
を

実
現

す
る

た
め

の
、

４
つ

の
目

標

①
地

方
に

お
け

る
安

定
的

な
雇

用
を

創
出

す
る

②
地

方
へ

の
新

し
い

ひ
と

の
流

れ
を

つ
く
る

③
若

い
世

代
の

結
婚

・
出

産
・
子

育
て

の
希

望
を

か
な

え
る

④
時

代
に

合
っ

た
地

域
を

つ
く
り

、
安

心
な

暮
ら

し
を

守
る

と
と

も
に

、
地

域
と

地
域

を
連

携
す

る

魅
力

あ
ふ

れ
る

地
方

を
創

生

(
備

考
)首

相
官
邸
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
生
本
部
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋

岩
手

県
立

大
学

の
地

方
創

生
支

援
チ

ー
ム

の
設

置
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自
治

体
と

の
連

携
（
大

学
の

シ
ン

ク
タ

ン
ク

機
能

）
強

化
の

イ
メ

ー
ジ

１ １１１
地

方
人

口
ビ

ジ
ョ

ン
地

方
人

口
ビ

ジ
ョ

ン
地

方
人

口
ビ

ジ
ョ

ン
地

方
人

口
ビ

ジ
ョ

ン
の

作
成

の
作

成
の

作
成

の
作

成

ア アアア
人

口
動

向
分
析

人
口
動

向
分
析

人
口
動

向
分
析

人
口
動

向
分
析

人 口人 口人 口人 口 の ののの 現 状 分 析現 状 分 析現 状 分 析現 状 分 析

イ イイイ
将

来
人

口
の
᥎

ィ
と
分

析
将

来
人

口
の
᥎

ィ
と
分

析
将

来
人

口
の
᥎

ィ
と
分

析
将

来
人

口
の
᥎

ィ
と
分

析

࢘ ࢘࢘࢘
人

口
の

ኚ
໬
が

地
域
の

将
来
に

୚
࠼

ࡿ
ᙳ

人
口
の

ኚ
໬
が

地
域
の

将
来
に

୚
࠼

ࡿ
ᙳ

人
口
の

ኚ
໬
が

地
域
の

将
来
に

୚
࠼

ࡿ
ᙳ

人
口
の

ኚ
໬
が

地
域
の

将
来
に

୚
࠼

ࡿ
ᙳ

㡪
の

分
析
・

⪃
ᐹ

㡪
の

分
析
・

⪃
ᐹ

㡪
の

分
析
・

⪃
ᐹ

㡪
の

分
析
・

⪃
ᐹ

࢘ ࢘࢘࢘
人

口
の

ኚ
໬
が

地
域
の

将
来
に

୚
࠼

ࡿ
ᙳ

人
口
の

ኚ
໬
が

地
域
の

将
来
に

୚
࠼

ࡿ
ᙳ

人
口
の

ኚ
໬
が

地
域
の

将
来
に

୚
࠼

ࡿ
ᙳ

人
口
の

ኚ
໬
が

地
域
の

将
来
に

୚
࠼

ࡿ
ᙳ

㡪
の

分
析
・

⪃
ᐹ

㡪
の

分
析
・

⪃
ᐹ

㡪
の

分
析
・

⪃
ᐹ

㡪
の

分
析
・

⪃
ᐹ

人 口人 口人 口人 口 の ののの 将 来 展 望将 来 展 望将 来 展 望将 来 展 望

ア アアア
将
来
展
望
に
ᚲ
せ
࡞
ㄪ
ᰝ
・
分
析

将
来
展
望
に
ᚲ
せ
࡞
ㄪ
ᰝ
・
分
析

将
来
展
望
に
ᚲ
せ
࡞
ㄪ
ᰝ
・
分
析

将
来
展
望
に
ᚲ
せ
࡞
ㄪ
ᰝ
・
分
析

イ イイイ
┠
ᣦ
す
࡭
き
将
来
の
方
向

┠
ᣦ
す
࡭
き
将
来
の
方
向

┠
ᣦ
す
࡭
き
将
来
の
方
向

┠
ᣦ
す
࡭
き
将
来
の
方
向

࢘ ࢘࢘࢘
人
口
の
将
来
展
望

人
口
の
将
来
展
望

人
口
の
将
来
展
望

人
口
の
将
来
展
望

２ ２２２
地

方
版

総
合

戦
略

地
方

版
総

合
戦

略
地

方
版

総
合

戦
略

地
方

版
総

合
戦

略
の

策
定

の
策

定
の

策
定

の
策

定

地
方

に
࠾
ࡅ

ࡿ
Ᏻ
定

し
た
㞠

⏝
の
創

ฟ
地
方

に
࠾
ࡅ

ࡿ
Ᏻ
定

し
た
㞠

⏝
の
創

ฟ
地
方

に
࠾
ࡅ

ࡿ
Ᏻ
定

し
た
㞠

⏝
の
創

ฟ
地
方

に
࠾
ࡅ

ࡿ
Ᏻ
定

し
た
㞠

⏝
の
創

ฟ
・
地
域
⏘
ᴗ
➇
த
ຊ
ᙉ
໬

・
地
域
⏘
ᴗ
➇
த
ຊ
ᙉ
໬

・
地
域
⏘
ᴗ
➇
த
ຊ
ᙉ
໬

・
地
域
⏘
ᴗ
➇
த
ຊ
ᙉ
໬

・
人
ᮦ
㑏
ὶ
、
人
ᮦ
⫱
ᡂ
、
㞠
⏝
ᑐ
策

・
人
ᮦ
㑏
ὶ
、
人
ᮦ
⫱
ᡂ
、
㞠
⏝
ᑐ
策

・
人
ᮦ
㑏
ὶ
、
人
ᮦ
⫱
ᡂ
、
㞠
⏝
ᑐ
策

・
人
ᮦ
㑏
ὶ
、
人
ᮦ
⫱
ᡂ
、
㞠
⏝
ᑐ
策

➼ ➼➼➼ 地
方

へ
の
᪂

し
い
人

の
ὶ
ࢀ

の
創
ฟ

地
方

へ
の
᪂

し
い
人

の
ὶ
ࢀ

の
創
ฟ

地
方

へ
の
᪂

し
い
人

の
ὶ
ࢀ

の
創
ฟ

地
方

へ
の
᪂

し
い
人

の
ὶ
ࢀ

の
創
ฟ

・
⛣
ఫ
ಁ
進

・
⛣
ఫ
ಁ
進

・
⛣
ఫ
ಁ
進

・
⛣
ఫ
ಁ
進

・
௻
ᴗ
の
地
方
ᣐ
Ⅼ
立
地

・
௻
ᴗ
の
地
方
ᣐ
Ⅼ
立
地

・
௻
ᴗ
の
地
方
ᣐ
Ⅼ
立
地

・
௻
ᴗ
の
地
方
ᣐ
Ⅼ
立
地

・
地
方
᥇
⏝

・
地
方
᥇
⏝

・
地
方
᥇
⏝

・
地
方
᥇
⏝

・
ࢸ
ࣞ

・
ࢸ
ࣞ

・
ࢸ
ࣞ

・
ࢸ
ࣞ

࣡
ー
ク

࣡
ー
ク

࣡
ー
ク

࣡
ー
ク

➼ ➼➼➼

ⱝ
い

ୡ
௦
⤖

፧
・
ฟ

⏘
・
Ꮚ

⫱
て
支

援
ⱝ
い

ୡ
௦
⤖

፧
・
ฟ

⏘
・
Ꮚ

⫱
て
支

援
ⱝ
い

ୡ
௦
⤖

፧
・
ฟ

⏘
・
Ꮚ

⫱
て
支

援
ⱝ
い

ୡ
௦
⤖

፧
・
ฟ

⏘
・
Ꮚ

⫱
て
支

援
・
ᑵ
ᴗ
⬟
ຊ
㛤
Ⓨ
、
࣡
ー
ク
ࣛ
イ
ࣇ
ࣂ
ࣛ
ン
ࢫ

・
ᑵ
ᴗ
⬟
ຊ
㛤
Ⓨ
、
࣡
ー
ク
ࣛ
イ
ࣇ
ࣂ
ࣛ
ン
ࢫ

・
ᑵ
ᴗ
⬟
ຊ
㛤
Ⓨ
、
࣡
ー
ク
ࣛ
イ
ࣇ
ࣂ
ࣛ
ン
ࢫ

・
ᑵ
ᴗ
⬟
ຊ
㛤
Ⓨ
、
࣡
ー
ク
ࣛ
イ
ࣇ
ࣂ
ࣛ
ン
ࢫ

・
ዷ
ፎ
㺃
ฟ
⏘
㺃
Ꮚ
⫱

・
ዷ
ፎ
㺃
ฟ
⏘
㺃
Ꮚ
⫱

・
ዷ
ፎ
㺃
ฟ
⏘
㺃
Ꮚ
⫱

・
ዷ
ፎ
㺃
ฟ
⏘
㺃
Ꮚ
⫱

て
支
援

て
支
援

て
支
援

て
支
援

➼ ➼➼➼

᫬
௦

に
ᑐ
ᛂ

し
た
地

域
基
┙

の
ᙧ
ᡂ

᫬
௦

に
ᑐ
ᛂ

し
た
地

域
基
┙

の
ᙧ
ᡂ

᫬
௦

に
ᑐ
ᛂ

し
た
地

域
基
┙

の
ᙧ
ᡂ

᫬
௦

に
ᑐ
ᛂ

し
た
地

域
基
┙

の
ᙧ
ᡂ

・
㺀
ᑠ
さ
࡞
ᣐ
Ⅼ
㺁
ᙧ
ᡂ
、
地
域
බ
ඹ
஺
㏻

・
㺀
ᑠ
さ
࡞
ᣐ
Ⅼ
㺁
ᙧ
ᡂ
、
地
域
බ
ඹ
஺
㏻

・
㺀
ᑠ
さ
࡞
ᣐ
Ⅼ
㺁
ᙧ
ᡂ
、
地
域
බ
ඹ
஺
㏻

・
㺀
ᑠ
さ
࡞
ᣐ
Ⅼ
㺁
ᙧ
ᡂ
、
地
域
බ
ඹ
஺
㏻

・
✵
ᐙ
ᑐ
策

・
✵
ᐙ
ᑐ
策

・
✵
ᐙ
ᑐ
策

・
✵
ᐙ
ᑐ
策

・
ᗈ
域
㐃

・
ᗈ
域
㐃

・
ᗈ
域
㐃

・
ᗈ
域
㐃

ᦠ ᦠᦠᦠ
・
㜵
⅏

・
㜵
⅏

・
㜵
⅏

・
㜵
⅏

➼ ➼➼➼
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ー

ト
サ
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ー

ト
サ
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サ
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ト
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事

務
局

案
作

成
等

ま
で

：
事

務
局

案
作

成
等

ま
で

：
事

務
局

案
作

成
等

ま
で

：
事

務
局

案
作

成
等

ま
で

】 】】】
①

調
査

・
調

査
・

調
査

・
調

査
・
分

析
分

析
分

析
分

析
協

力
や

事
務

局
案

作
成

支
援

協
力

や
事

務
局

案
作

成
支

援
協

力
や

事
務

局
案

作
成

支
援

協
力

や
事

務
局

案
作

成
支

援
②

検
討
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員

会
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の
出
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参

画
検

討
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会

へ
の

出
席

・
参

画
検

討
委

員
会

へ
の

出
席

・
参

画
検

討
委

員
会

へ
の

出
席

・
参

画
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供

【 【【【
サ

ポ
ー

ト
サ

ポ
ー

ト
サ

ポ
ー

ト
サ

ポ
ー

ト
B

：
参

画
を

中
心

と
す

る
も

の
：
参

画
を

中
心

と
す

る
も

の
：
参

画
を

中
心

と
す

る
も

の
：
参

画
を

中
心

と
す

る
も

の
】 】】】

①
検

討
委

員
会

へ
の

出
席

・
参

画
検

討
委

員
会

へ
の

出
席

・
参

画
検

討
委

員
会

へ
の

出
席

・
参

画
検

討
委

員
会

へ
の

出
席

・
参

画
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情
報

提
供

【 【【【
サ

ポ
ー

ト
サ

ポ
ー

ト
サ

ポ
ー

ト
サ

ポ
ー
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C
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報
提

供
情

報
提

供
情

報
提

供
情

報
提
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】 】】】

情
報

提
供

○
各

市
町

村
へ

の
関

わ
り

方
は

、
当

該
市

町
村

・
地

方
創

生
支

援
チ

ー
ム

・
教

職
員

と
の

協
議

に
よ

り
決

定
す

る
。

県
ෆ

県
ෆ

県
ෆ

県
ෆ

33 333
3

33
市
町
村

市
町
村

市
町
村

市
町
村

岩
手

岩
手

岩
手

岩
手

県
立
大
学

県
立
大
学

県
立
大
学

県
立
大
学

宮
古

短
期

大
学

部
盛

岡
短

期
大

学
部

総
合

政
策

学
部

ソ
フ

ト
ウ

エ
ア

情
報

学
部

社
会

福
祉

学
部

看
護

学
部

高
等

教
育

推
進

セ
ン

タ
ー

地 方 創 生

地
域

政
策

研
究

セ
ン

タ
ー

・
地

方
創

生
支

援
チ

ー
ム

（
学

外
組

織
と

の
連

携
の

実
績

）
地

域
政

策
研

究
セ

ン
タ

ー
・
地

方
創

生
支

援
チ

ー
ム

（
学

外
組

織
と

の
連

携
の

実
績

）
地

域
政

策
研

究
セ

ン
タ

ー
・
地

方
創

生
支

援
チ

ー
ム

（
学

外
組

織
と

の
連

携
の

実
績

）
地

域
政

策
研

究
セ

ン
タ

ー
・
地

方
創

生
支

援
チ

ー
ム

（
学

外
組

織
と

の
連

携
の

実
績

）
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市

町
村

岩
手

県
立

大
学

地
方

創
生

支
援

チ
ー

ム

相
談

・
依

頼

①
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

①
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

①
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

①
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

②
地
方
版
総
合
戦
略

②
地
方
版
総
合
戦
略

②
地
方
版
総
合
戦
略

②
地
方
版
総
合
戦
略

＜
マ
ッ
チ
ン
グ
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
＞

岩
手

県
立

大
学

[総
合

政
策

学
部

]

市
町

村
担

当
教

職
員

＜
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
＋
リ
エ
ゾ
ン
機
能
＞

専
門

家
･研

究
者

専
門

家
･研

究
者

専
門

家
･研

究
者

専
門

家
･研

究
者

看
護

学
部
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会

福
祉

学
部

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

情
報

学
部

県
内

外
の

研
究

機
関

や
自

治
体

等

6

自
治

体
と

の
連

携
（
大

学
の

シ
ン

ク
タ

ン
ク

機
能

）
強

化
の

イ
メ

ー
ジ

●
担

当
教

職
員

を
窓

口
と

し
て

、
個

別
の

説
明

に
対

す
る

専
門

家
等

の
知

見
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
●

担
当

教
職

員
を

窓
口

と
し

て
、

個
別

の
説

明
に

対
す

る
専

門
家

等
の

知
見

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

●
担

当
教

職
員

を
窓

口
と

し
て

、
個

別
の

説
明

に
対

す
る

専
門

家
等

の
知

見
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
●

担
当

教
職

員
を

窓
口

と
し

て
、

個
別

の
説

明
に

対
す

る
専

門
家

等
の

知
見

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

市
町

村
岩

手
県

立
大

学
教

職
員

岩
手

県
立

大
学

学
生

＜
調

査
･研

究
の

ア
シ

ス
タ

ン
ト

＞
＜

調
査

･研
究

の
ア

シ
ス

タ
ン

ト
＞

＜
調

査
･研

究
の

ア
シ

ス
タ

ン
ト

＞
＜

調
査

･研
究

の
ア

シ
ス

タ
ン

ト
＞

・
調

査
、

デ
ー

タ
の

整
理

、
分

析
・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

・
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
な

ど

教
育

・
指

導

●
学

生
が

関
与

す
る

こ
と

で
当

該
地

域
の

フ
ァ

ン
と

な
る

こ
と

や
、

当
該

地
域

で
の

就
職

へ
の

発
展

も
期

待
で

き
る

。
●

学
生

が
関

与
す

る
こ

と
で

当
該

地
域

の
フ

ァ
ン

と
な

る
こ

と
や

、
当

該
地

域
で

の
就

職
へ

の
発

展
も

期
待

で
き

る
。

●
学

生
が

関
与

す
る

こ
と

で
当

該
地

域
の

フ
ァ

ン
と

な
る

こ
と

や
、

当
該

地
域

で
の

就
職

へ
の

発
展

も
期

待
で

き
る

。
●

学
生

が
関

与
す

る
こ

と
で

当
該

地
域

の
フ

ァ
ン

と
な

る
こ

と
や

、
当

該
地

域
で

の
就

職
へ

の
発

展
も

期
待

で
き

る
。

市
町

村
岩

手
県

立
大

学

岩
手

県

＜
県

と
の

連
携

＞
＜

県
と

の
連

携
＞

＜
県

と
の

連
携

＞
＜

県
と

の
連

携
＞

・
市

町
村

の
総

合
戦

略
は

、
県

の
総

合
戦

略
も

勘
案

の
上

、
策

定
す

る
必

要
が

あ
る

。
⇒

十
分

な
情

報
共

有
が

必
要

。
・
地

方
創

生
支

援
チ

ー
ム

リ
ー

ダ
ー

は
、

県
の

有
識

者
会

議
の

メ
ン

バ
ー

。

●
県

立
大

学
で

あ
る

か
ら

こ
そ

、
県

と
の

連
携

を
活

か
し

て
関

わ
る

こ
と

が
で

き
る

●
県

立
大

学
で

あ
る

か
ら

こ
そ

、
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と
の

連
携

を
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か
し

て
関

わ
る

こ
と

が
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き
る

●
県

立
大

学
で

あ
る

か
ら

こ
そ

、
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と
の

連
携

を
活

か
し

て
関

わ
る

こ
と

が
で

き
る

●
県

立
大

学
で

あ
る

か
ら

こ
そ

、
県

と
の

連
携

を
活

か
し

て
関

わ
る

こ
と

が
で

き
る

当
該

地
域

へ
の

調
査

・
関

心
愛

着
の

醸
成

э
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該
地

域
の

フ
ァ

ン
、

就
職

直
接

助
言

総
合

政
策

学
部

高
等

教
育

推
進

セ
ン

タ
ー

盛
岡

短
期

大
学

部

宮
古

短
期

大
学

部

助
言

･指
導

医
療

・
福

祉
関

係
IT

関
係

産
業

・
雇

用
関

係
環

境
・
生

活
関

係
な

ど

さ
ら

に
必

要
な

専
門

性

協
力

要
請
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名
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名
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町

村
名

市
町

村
名

サ
ポ

ー
ト

A

1
2
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（
県

南
）
花

巻
市

、
北

上
市

、
遠

野
市

、
西

和
賀

町
、

金
ヶ

崎
町

、
平

泉
町

（
沿

岸
）
宮

古
市

（
県

北
）
久

慈
市

、
二

戸
市

、
軽

米
町

、
一

戸
町

、
野

田
村

サ
ポ

ー
ト

B

7
市

町

（
県

央
）
滝

沢
市

、
岩

手
町

（
県

南
）
奥

州
市

、
一

関
市

（
沿

岸
）
釜

石
市

（
県

北
）
洋

野
町

、
普

代
村

サ
ポ

ー
ト

C

1
4
市

町
村

（
県

央
）
盛

岡
市

、
八

幡
平

市
、

雫
石

町
、

葛
巻

町
、

紫
波

町
、

矢
巾

町
（
県

南
）
平

泉
町

（
沿

岸
）
大

船
渡

市
、

陸
前

高
田

市
、

住
田

町
、

大
槌

町
、

山
田

町
、

岩
泉

町
、

田
野

畑
村

（
県

北
）
九

戸
村



「
東

北
復

興
め

ぐ
り

旅
」
構

想
を

実
現

す
る

ア
プ

リ
開

発

★
中

村
慶

久
前

学
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

に
よ

る
研

究
会

★
岩

手
県

立
大

学
地

域
連

携
室

の
サ

ポ
ー

ト

★
宮

古
市

観
光

産
学

公
連

携
基

本
協

定
（
宮

古
市

・
一

般
社

団
法

人
宮

古
観

光
文

化
交

流
協

会
・
岩

手
県

立
大

学
）
に

基
づ

く
研

究
★

一
般

財
団

法
人

北
海

道
東

北
地

域
経

済
総

合
研

究
所

（
ほ

く
と

う
総

研
）
か

ら
の

研
究

資
金

の
支

援
★

文
部

科
学

省
事

業
地

域
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

戦
略

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

R
a

d
io

 o
n

 D
e

m
a

n
d
技

術
を

用
い

た
車

載
機

器
の

プ
ラ

グ
ア

ン
ド

プ
レ

イ
技

術
の

開
発

」
の

成
果

の
応

用



観
光

情
報

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
観

光
情

報
管

理
シ

ス
テ

ム
観

光
案

内
ア

プ
リ

IC
T
を

用
い

た
観

光
情

報
支

援

•
観

光
情

報
を

・
・

集
め

る
：

様
々

な
観

光
情

報
を

簡
単

登
録

体
験

す
る

：
現

地
で

の
み

得
ら

れ
る

体
験

の
支

援

仲
介

す
る

：
観

光
情

報
と

観
光

客
の

マ
ッ

チ
ン

グ

自
治

体
地

元
組

合
地

元
の

方

シ
ス

テ
ム

運
用

者
観

光
客



IT
C

を
活

用
し

た
旅

行
体

験
の

向
上

観
光

客
の

旅
行

体
験

の
向

上

IC
T
に

よ
る

観
光

情
報

の
利

活
用

2
0

1
5

/7
/1

5
岩

手
県

立
大

学
1

0

体
験

す
る

：
現

地
体

験
支

援

仲
介

す
る

：
旅

行
体

験
の

パ
ー

ソ
ナ

ラ
イ

ズ

集
め

る
：

観
光

情
報

の
拡

充

be
ac

o
n
を

用
い

た
自

動
案

内

好
み

に
最

適
化

し
た

ツ
ア

ー
提

示

旅
の

思
い

出
記

録
S
N

S
に

よ
る

交
流

ス
マ

ホ
や

メ
ー

ル
に

よ
る

カ
ン

タ
ン

登
録

ス
タ

ン
プ

・
朱

印
状

等
の

記
念

デ
ー

タ

写
真

・
動

画
・
A

R
等

多
様

な
メ

デ
ィ

ア

コ
ン

テ
ン

ツ
提

供
/ 

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク

コ
ン

テ
ン

ツ
提

供

最
適

体
験

の
案

内



観
光

情
報

を
体

験
す

る
：
要

素
技

術
B

e
ac

o
n

•
無

線
電

波
に

よ
り

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

近
接

を
通

知

•
安

価
で

低
消

費
電

力
の

デ
バ

イ
ス



観
光

情
報

を
集

め
る

：
多

様
な

観
光

情
報

を
登

録
す

る
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

•
自

治
体

、
地

元
組

合
、

地
元

住
民

、
旅

行
者

の
情

報
登

録
・
共

有
が

か
ん

た
ん

に
行

え
る

多
彩

な
メ

デ
ィ

ア
か

ん
た

ん
登

録
情

報
共

有
と

交
流

写
真

・
文 動

画

パ
ノ

ラ
マ

V
R

紙
芝

居

ス
マ

ホ
ア

プ
リ

で
登

録

メ
ー

ル
で

登
録

P
C
か

ら
登

録

自
治

体

地
元

組
合

地
元

住
民

旅
行

者

コ
メ

ン
ト

い
い

ね
！

評
価



今
後

の
展

開
：

点
か

ら
線

へ
、

線
か

ら
面

へ 宮
古

市
田

老
で

の
実

証

三
陸

全
域

へ
の

展
開

内
陸

へ
の

展
開

全
国

へ
の

展
開



今
後

の
展

開
：

再
訪

意
識

の
向

上
の

た
め

の
仕

掛
け

2
0

1
5

/7
/1

5
1

4

最
新

旅
行

プ
ラ

ン

カ
バ

レ
ッ

ジ
・
バ

ッ
ジ

・
電

子
朱

印
状

・
ク

ー
ポ

ン

未
訪

問

1
回

訪
問

済

n
回

旅
行

プ
ラ

ン
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
タ

イ
ム

ラ
イ

ン

訪
問

地
域

・
回

数
等

を
可

視
化

コ
レ

ク
シ

ョ
ン

感
覚

の
旅

行
S

N
S
で

競
争

？

最
新

の
旅

行
プ

ラ
ン

を
配

信
年

度
や

季
節

毎
に

訪
問

履
歴

・
写

真
等

を
可

視
化

「
四

季
の

旅
」
「
恒

例
の

旅
」



東
北

復
興

め
ぐ

り
旅

の
構

想
岩

手
県

立
大

学
総

合
政

策
学

部
吉

野
英

岐
准

教
授

め
ぐ

り
旅

の
エ

ッ
セ

ン
ス

の
取

り
入

れ
э

八
十

八
か

所
め

ぐ
り

の
研

究

整
備

さ
れ

た
歩

道
を

活
用

す
る

э
み

ち
の

く
潮

風
ト

レ
イ

ル
の

有
効

活
用

ＩＴ
を

導
入

し
た

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
ア

プ
リ

の
開

発
э

観
光

ガ
イ

ド
コ

ン
テ

ン
ツ

と
電

子
朱

印
状



－ －－－
地

域
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

戦
略

－
地

域
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

戦
略

－
地

域
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

戦
略

－
地

域
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

戦
略

－
「
い

わ
て

環
境

と
人

に
や

さ
し

い
次

世
代

モ
ビ

リ
テ

ィ
開

発
拠

点
」

「
い

わ
て

環
境

と
人

に
や

さ
し

い
次

世
代

モ
ビ

リ
テ

ィ
開

発
拠

点
」

「
い

わ
て

環
境

と
人

に
や

さ
し

い
次

世
代

モ
ビ

リ
テ

ィ
開

発
拠

点
」

「
い

わ
て

環
境

と
人

に
や

さ
し

い
次

世
代

モ
ビ

リ
テ

ィ
開

発
拠

点
」

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

岩
手

県
の

取
り

組
み

岩
手

県
の

取
り

組
み

岩
手

県
の

取
り

組
み

岩
手

県
の

取
り

組
み



プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

概
要

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

概
要

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

概
要

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

概
要

【
環

境
】

◆
自

動
車

関
連

産
業

が
本

県
製

造
業

の
中

核
に

◆
ト

ヨ
タ

が
東

北
を

国
内

３
大

拠
点

の
一

つ
と

す
る

事
を

明
確

に
宣

言

◆
現

状
の

地
元

へ
の

発
注

額
が

、
ま

だ
ま

だ
低

く
、

開
発

を
絡

め
る

こ
と

（
部

品
は

、
設

計
段

階
で

発
注

先
が

決
定

さ
れ

る
）
で

、
将

来
の

発
展

性
が

高
ま

る

【
岩

手
県

の
構

想
】

◆
岩

手
県

東
日

本
大

震
災

津
波

復
興

計
画

◆
い

わ
て

県
民

計
画

◆
科

学
技

術
に

よ
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
指

針

◆
岩

手
県

自
動

車
関

連
産

業
成

長
戦

略

本
県

製
造

業
の

中
核

で
あ

る
「
自

動
車

関
連

産
業

」
を

軸
に

東
日

本
大

震
災

か
ら

の
復

興
を

牽
引

地
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
戦

略

「
い

わ
て

環
境

と
人

に
や

さ
し

い
次

世
代

モ
ビ

リ
テ

ィ
開

発
拠

点
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

提
案



地
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

取
組

み
テ

ー
マ

地
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

取
組

み
テ

ー
マ

地
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

取
組

み
テ

ー
マ

地
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
の

取
組

み
テ

ー
マ

【
金

型
分

野
】

微
細

金
属

部
材

の
プ

レ
ス

加
工

の
高

度
化

、
イ

ン
サ

ー
ト

モ
ー

ル
ド

技
術

の
開

発

【
鋳

造
分

野
】

自
動

車
部

材
用

鋳
造

品
の

高
強

度
技

術
の

開
発

【
複

合
デ

バ
イ

ス
分

野
】

新
機

能
材

料
の

創
出

と
車

載
デ

バ
イ

ス
の

開
発

【
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
分

野
】

R
a

d
io

 o
n

 d
e

m
a

n
d
技

術

を
用

い
た

車
載

機
器

の
プ

ラ
グ

ア
ン

ド
プ

レ
イ

技
術

の
開

発

W
a

ke
 o

n
 d

e
m

a
n

d
通

信
シ

ス
テ

ム
の

開
発

ワ
イ

ヤ
レ

ス
給

電
シ

ス
テ

ム
の

開
発

【
岩

手
大

学
】

モ
ビ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
高

度
技

術
者

の
育

成

車
載

コ
ネ

ク
タ

シ
リ

ン
ダ

ー
ス

リ
ー

ブ
ピ

ス
ト

ン
リ

ン
グ

Z
n

O
  L

E
D

Z
n

O
  紫

外
線

セ
ン

サ

岩
手

大
学

岩
手

県
立

大
学

【
岩

手
県

立
大

学
】

も
の

づ
く
り

と
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

両
面

の
知

識
を

有
す

る
技

術
者

の
育

成

【
一

関
工

業
高

等
専

門
学

校
】

材
料

分
析

技
術

者
、

設
計

技
術

者
の

育
成

E
V
技

術
者

の
育

成人
材

育
成

研
究

開
発

【
岩

手
大

学
】

鋳
造

・
造

型
シ

ス
テ

ム
導

入

【
岩

手
県

立
大

学
】

i-
m

o
s設

備
共

用
化

促
進

【
岩

手
県

工
業

技
術

セ
ン

タ
ー

】
自

動
車

関
連

設
備

導
入

設
備

共
用



1
9

■ ■■■
R

a
d

io
 o

n
 d

e
m

a
n

d
R

a
d

io
 o

n
 d

e
m

a
n

d
R

a
d

io
 o

n
 d

e
m

a
n

d
R

a
d

io
 o

n
 d

e
m

a
n

d
技

術
を

用
い

た
車

載
機

器
の

プ
ラ

グ
ア

ン
ド

プ
レ

イ
技

術
の

開
発

技
術

を
用

い
た

車
載

機
器

の
プ

ラ
グ

ア
ン

ド
プ

レ
イ

技
術

の
開

発
技

術
を

用
い

た
車

載
機

器
の

プ
ラ

グ
ア

ン
ド

プ
レ

イ
技

術
の

開
発

技
術

を
用

い
た

車
載

機
器

の
プ

ラ
グ

ア
ン

ド
プ

レ
イ

技
術

の
開

発
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
搭

載
さ

れ
て

い
る

W
i-

F
i機

能
を

用
い

て
、

各
種

セ
ン

サ
及

び
車

載
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

を
ア

ク
テ

ィ
ブ

に
し

、
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
を

受
け

る
技

術
の

開
発

。

■
次

世
代

■
次

世
代

■
次

世
代

■
次

世
代

IT
S

IT
S

IT
S

IT
S

シ
ス

テ
ム

の
開

発
シ

ス
テ

ム
の

開
発

シ
ス

テ
ム

の
開

発
シ

ス
テ

ム
の

開
発

車
々

間
や

歩
車

間
、

路
車

間
通

信
に

よ
り

、
交

通
、

道
路

管
理

、
安

全
運

転
支

援
、

歩
行

者
支

援
等

を
実

現
す

る
技

術
の

開
発

。

■ ■■■
W

a
k
e
 o

n
 d

e
m

a
n

d
W

a
k
e
 o

n
 d

e
m

a
n

d
W

a
k
e
 o

n
 d

e
m

a
n

d
W

a
k
e
 o

n
 d

e
m

a
n

d
通

信
シ

ス
テ

ム
の

開
発

通
信

シ
ス

テ
ム

の
開

発
通

信
シ

ス
テ

ム
の

開
発

通
信

シ
ス

テ
ム

の
開

発
E

V
な

ど
の

環
境

対
応

自
動

車
が

内
蔵

す
る

各
種

IC
T

機
器

状
態

の
収

集
を

可
能

と
す

る
、

W
i-

F
i信

号
を

用
い

た
無

線
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
の

開
発

。

■
ワ

イ
ヤ

レ
ス

給
電

シ
ス

テ
ム

の
開

発
■

ワ
イ

ヤ
レ

ス
給

電
シ

ス
テ

ム
の

開
発

■
ワ

イ
ヤ

レ
ス

給
電

シ
ス

テ
ム

の
開

発
■

ワ
イ

ヤ
レ

ス
給

電
シ

ス
テ

ム
の

開
発

Ｅ
Ｖ

な
ど

の
環

境
対

応
自

動
車

が
内

蔵
す

る
電

源
を

車
両

の
走

行
／

乗
下

車
の

ア
ク

シ
ョ

ン
な

ど
を

ト
リ

ガ
と

し
て

、
ド

ラ
イ

バ
ー

な
ど

が
携

帯
す

る
機

器
等

へ
ワ

イ
ヤ

レ
ス

に
伝

送
す

る
シ

ス
テ

ム
の

開
発

。

中 核中 核中 核中 核 を ををを 担 担担担 う ううう 研 究 者研 究 者研 究 者研 究 者 の ののの 集 積集 積集 積集 積



パ
イ

ロ
ッ

ト
サ

ー
ビ

ス
：
路

面
凍

結
状

況
共

有
シ

ス
テ

ム

画
像

情
報

走
行

路
の

路
面

状
況

を
提

供

路
面

凍
結

セ
ン

サ
情

報

2
0

•
進

行
方

向
の

路
面

状
態

を
事

前
に

検
知

•
S

C
O

P
E
予

算
に

て
東

京
大

学
滝

口
研

究
室

、
埼

玉
工

業
大

学
と

共
同

研
究

2
0

R
a
d

io
 o

n
 d

e
m

a
n

d
R

a
d

io
 o

n
 d

e
m

a
n

d
R

a
d

io
 o

n
 d

e
m

a
n

d
R

a
d

io
 o

n
 d

e
m

a
n

d
技

術
技

術
技

術
技

術

R
a
d

io
 o

n
 d

e
m

a
n

d
R

a
d

io
 o

n
 d

e
m

a
n

d
R

a
d

io
 o

n
 d

e
m

a
n

d
R

a
d

io
 o

n
 d

e
m

a
n

d
技

術
技

術
技

術
技

術

渋
滞

情
報

を
提

供



大
規

模
大

震
災

に
有

効
な

耐
災

害

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム



背
景

と
目

的
背

景
と

目
的

背
景

と
目

的
背

景
と

目
的

2
2

研
究

ゼ
ミ

2
0

1
5

/7
/1

5

通
常

時
か

ら
災

害
時

に
か

け
て

シ
ー

ム
レ

ス
に

利
用

可
能

通
常

時
か

ら
災

害
時

に
か

け
て

シ
ー

ム
レ

ス
に

利
用

可
能

通
常

時
か

ら
災

害
時

に
か

け
て

シ
ー

ム
レ

ス
に

利
用

可
能

通
常

時
か

ら
災

害
時

に
か

け
て

シ
ー

ム
レ

ス
に

利
用

可
能

刻
々

と
変

化
す

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
性

能
の

変
化

に
追

従
刻

々
と

変
化

す
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

性
能

の
変

化
に

追
従

刻
々

と
変

化
す

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
性

能
の

変
化

に
追

従
刻

々
と

変
化

す
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

性
能

の
変

化
に

追
従

•
ネ

バ
ー

・
ダ

イ
・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

目
指

す
特

性

緊
急

時
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

災
害

指
向

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

通
常

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

ネ ネネネ ッ ッッッ ト トトト ワ ワワワ ｜ ｜｜｜ ク ククク へ へへへ の ののの 接 接接接 続 続続続 率 率率率

障
害

の
レ

ベ
ル

障
害

の
レ

ベ
ル

障
害

の
レ

ベ
ル

障
害

の
レ

ベ
ル

通
常

異
常

緊
急

災
害

時

提
案

方
式

提
案

方
式

提
案

方
式

提
案

方
式

ネ
バ

ー
・
ダ

イ
・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ネ

バ
ー

・
ダ

イ
・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ネ

バ
ー

・
ダ

イ
・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
ネ

バ
ー

・
ダ

イ
・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

で き る だ け 大 き く

接
続

可
能

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

性
能

変
化

を
検

知
・
追

従



背
景

と
目

的
背

景
と

目
的

背
景

と
目

的
背

景
と

目
的

2
3

研
究

ゼ
ミ

2
0

1
5

/7
/1

5

通
常

時
か

ら
災

害
時

に
か

け
て

シ
ー

ム
レ

ス
に

利
用

可
能

通
常

時
か

ら
災

害
時

に
か

け
て

シ
ー

ム
レ

ス
に

利
用

可
能

通
常

時
か

ら
災

害
時

に
か

け
て

シ
ー

ム
レ

ス
に

利
用

可
能

通
常

時
か

ら
災

害
時

に
か

け
て

シ
ー

ム
レ

ス
に

利
用

可
能

刻
々

と
変

化
す

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
性

能
の

変
化

に
追

従
刻

々
と

変
化

す
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

性
能

の
変

化
に

追
従

刻
々

と
変

化
す

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
性

能
の

変
化

に
追

従
刻

々
と

変
化

す
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

性
能

の
変

化
に

追
従

•
ネ

バ
ー

・
ダ

イ
・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

目
指

す
特

性

ネ ネネネ ッ ッッッ ト トトト ワ ワワワ ｜ ｜｜｜ ク ククク へ へへへ の ののの 接 接接接 続 続続続 率 率率率

経
過

時
間

経
過

時
間

経
過

時
間

経
過

時
間

災
害

発
生

W
ir

e
d

提
案

方
式

N
D

N

C
W

N

W
ir

e
le

ss

で
き

る
だ

け
短

く

で
き

る
だ

け
大

き
く



衛
星

通
信

移
動

中
継

車

中
継

基
地

局

消
防

署
村

役
場

中
山

間
部

集
落

•中
山

間
地

域
住

民
の

災
害

時
の

安
心

・
安

全
の

た
め

の
イ

ン
フ

ラ
確

保
•無

線
を

ベ
ー

ス
と

し
た

頑
強

で
迅

速
に

復
旧

可
能

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

実
現

•災
害

時
の

迅
速

な
避

難
・
安

否
・
被

災
情

報
の

収
集

と
情

報
伝

達
•災

害
時

に
お

け
る

住
民

、
避

難
所

、
役

場
間

で
の

双
方

向
通

信
手

段
の

実
現

•平
常

時
か

ら
災

害
時

ま
で

シ
ー

ム
レ

ス
に

利
用

で
き

る
情

報
環

境

•研
究

の
概

要
•太

陽
発

電
と

風
力

発
電

の
組

み
合

わ
せ

に
よ

る
自

律
供

給
可

能
な

中
継

基
地

局
の

開
発

•コ
グ

ニ
テ

ィ
ブ

無
線

を
ベ

ー
ス

と
し

た
自

律
型

複
合

無
線

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

の
開

発
•ア

ン
テ

ナ
指

向
性

を
最

適
に

制
御

で
き

る
車

載
モ

バ
イ

ル
型

ア
ド

ホ
ッ

ク
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

開
発

•上
空

で
無

線
通

信
お

よ
び

映
像

監
視

可
能

な
気

球
搭

載
型

ア
ド

ホ
ッ

ク
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

開
発

•モ
バ

イ
ル

環
境

や
無

線
環

境
で

利
用

可
能

な
M

o
b

il
e

-W
ID

IS
お

よ
び

双
方

向
音

声
映

像
通

信
可

能
な

M
o

b
il

e
-M

id
if

ie
ld

の
開

発

③
異

種
無

線
L
A

N
と

全
方

位
映

像
カ

メ
ラ

搭
載

し
た

気
球

ワ
イ

ヤ
レ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

②
異

機
種

無
線

LA
N

の

ア
ン

テ
ナ

指
向

性
制

御
機

能
付

移
動

中
継

車

①
太

陽
発

電
と

風
力

発
電

に
よ

り
完

全
自

律
供

給
の

複
合

無
線

中
継

基
地

局

コ
グ

ニ
テ

ィ
ブ

無
線

コ
グ

ニ
テ

ィ
ブ

無
線

コ
グ

ニ
テ

ィ
ブ

無
線

コ
グ

ニ
テ

ィ
ブ

無
線

を
ベ

ー
ス

と
を

ベ
ー

ス
と

を
ベ

ー
ス

と
を

ベ
ー

ス
と

し
た

自
律

型
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
し

た
自

律
型

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

し
た

自
律

型
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
し

た
自

律
型

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

(N
e

v
e

r 
D

ie
 N

e
tw

o
rk

)



災
害

時
に

有
効

な
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
N

e
ve

r 
D

ie
 N

e
tw

o
rk

の
開

発
開

発
目

標
開

発
目

標
開

発
目

標
開

発
目

標
•

通
常

時
で

も
災

害
時

で
も

使
え

る
こ

と
通

常
時

で
も

災
害

時
で

も
使

え
る

こ
と

通
常

時
で

も
災

害
時

で
も

使
え

る
こ

と
通

常
時

で
も

災
害

時
で

も
使

え
る

こ
と

•
ど

ん
な

災
害

で
も

必
ず

繋
が

る
こ

と
ど

ん
な

災
害

で
も

必
ず

繋
が

る
こ

と
ど

ん
な

災
害

で
も

必
ず

繋
が

る
こ

と
ど

ん
な

災
害

で
も

必
ず

繋
が

る
こ

と
•

壊
れ

に
く
い

こ
と

壊
れ

に
く
い

こ
と

壊
れ

に
く
い

こ
と

壊
れ

に
く
い

こ
と

•
い

つ
で

も
、

ど
こ

で
も

だ
れ

で
も

使
え

る
い

つ
で

も
、

ど
こ

で
も

だ
れ

で
も

使
え

る
い

つ
で

も
、

ど
こ

で
も

だ
れ

で
も

使
え

る
い

つ
で

も
、

ど
こ

で
も

だ
れ

で
も

使
え

る
こ

と
こ

と
こ

と
こ

と
•

小
型

軽
量

で
持

ち
運

び
可

能
で

き
る

こ
と

（
車

載
可

能
）

小
型

軽
量

で
持

ち
運

び
可

能
で

き
る

こ
と

（
車

載
可

能
）

小
型

軽
量

で
持

ち
運

び
可

能
で

き
る

こ
と

（
車

載
可

能
）

小
型

軽
量

で
持

ち
運

び
可

能
で

き
る

こ
と

（
車

載
可

能
）

•
商

用
電

源
、

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

電
源

が
使

え
な

く
商

用
電

源
、

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

電
源

が
使

え
な

く
商

用
電

源
、

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

電
源

が
使

え
な

く
商

用
電

源
、

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

電
源

が
使

え
な

く
と ととと

自
立

電
源

を
自

立
電

源
を

自
立

電
源

を
自

立
電

源
を

も
っ

て
る

こ
と

も
っ

て
る

こ
と

も
っ

て
る

こ
と

も
っ

て
る

こ
と

•
使

い
方

使
い

方
使

い
方

使
い

方
が

簡
単

で
あ

る
こ

と
が

簡
単

で
あ

る
こ

と
が

簡
単

で
あ

る
こ

と
が

簡
単

で
あ

る
こ

と
•

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

も
ほ

と
ん

ど
い

ら
な

い
こ

と
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
も

ほ
と

ん
ど

い
ら

な
い

こ
と

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

も
ほ

と
ん

ど
い

ら
な

い
こ

と
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
も

ほ
と

ん
ど

い
ら

な
い

こ
と

•
技

術
的

に
も

将
来

の
技

術
革

新
を

見
据

え
て

い
る

こ
と

技
術

的
に

も
将

来
の

技
術

革
新

を
見

据
え

て
い

る
こ

と
技

術
的

に
も

将
来

の
技

術
革

新
を

見
据

え
て

い
る

こ
と

技
術

的
に

も
将

来
の

技
術

革
新

を
見

据
え

て
い

る
こ

と
•

安
価

で
あ

る
こ

と
（
本

体
も

、
維

持
費

も
）

安
価

で
あ

る
こ

と
（
本

体
も

、
維

持
費

も
）

安
価

で
あ

る
こ

と
（
本

体
も

、
維

持
費

も
）

安
価

で
あ

る
こ

と
（
本

体
も

、
維

持
費

も
）



関
連

技
術

関
連

技
術

関
連

技
術

関
連

技
術

•
コ

グ
ニ

テ
ィ

ブ
無

線
技

術
[3

][
4

]
–

電
波

の
利

用
環

境
（
周

波
数

等
の

無
線

リ
ソ

ー
ス

）
を

取
得

す
る

セ
ン

シ
ン

グ
機

能
–

セ
ン

シ
ン

グ
し

た
結

果
を

元
に

学
習

し
、

使
用

す
べ

き
無

線
リ

ソ
ー

ス
を

決
定

す
る

機
能

–
決

定
し

た
結

果
に

基
づ

き
無

線
機

の
機

能
を

再
構

築
す

る
機

能

•
周

波
数

共
用

型
コ

グ
ニ

テ
ィ

ブ
無

線
技

術
–

利
用

可
能

な
ホ

ワ
イ

ト
ス

ペ
ー

ス
を

セ
ン

シ
ン

グ

•
ヘ

テ
ロ

ジ
ニ

ア
ス

型
コ

グ
ニ

テ
ィ

ブ
無

線
技

術
–

利
用

可
能

な
既

存
無

線
シ

ス
テ

ム
の

利
用

環
境

を
セ

ン
シ

ン
グ

–
混

雑
度

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
性

能

2
6

研
究

ゼ
ミ

2
0

1
5

/7
/1

5

無
線

シ
ス

テ
ム

A
無

線
シ

ス
テ

ム
B

無
線

シ
ス

テ
ム

C

：
未

割
当

も
し

く
は

未
使

用
の

た
め

空
い

て
い

る
周

波
数

ヘ
テ

ロ
ジ

ニ
ア

ス
型

コ
グ

ニ
テ

ィ
ブ

無
線

技
術

周
波

数
共

用
型

コ
グ

ニ
テ

ィ
ブ

無
線

技
術

周
波

数

本
研

究
で

は
ヘ

テ
ロ

ジ
ニ

ア
ス

型
の

コ
グ

ニ
テ

ィ
ブ

無
線

技
術

を
用

い
る



関
連

技
術

関
連

技
術

関
連

技
術

関
連

技
術

•
S

D
N

/O
p

e
n

F
lo

w
[5

][
6

]
–

サ
ー

ビ
ス

要
件

の
変

更
に

迅
速

に
対

応
可

能
な

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
提

供
–

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

デ
バ

イ
ス

の
意

思
決

定
を

集
中

制
御

の
プ

レ
ー

ン
へ

移
行

–
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
リ

ソ
ー

ス
全

体
の

能
力

や
特

性
を

認
識

–
O

p
e

n
F

lo
w

プ
ロ

ト
コ

ル
を

利
用

し
た

パ
ケ

ッ
ト

転
送

を
プ

ロ
グ

ラ
ム

可
能

2
7

研
究

ゼ
ミ

2
0

1
5

/7
/1

5

F
ig

u
re

 R
e

fe
re

n
ce

)

T
o

w
a

rd
s 

S
LA

 P
o

li
cy

 R
e

fi
n

e
m

e
n

t 
fo

r 
Q

o
S

M
a

n
a

g
e

m
e

n
t 

in
 S

o
ft

w
a

re
-D

e
fi

n
e

d
 N

e
tw

o
rk

in
g
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計
測

結
果

■
:F

T
T

H

■
:3

G

■
:S

A
T

E
LL

IT
E

ア
ク

セ
ス

網
個

別
下

り
ス

ル
ー

プ
ッ

ト

エ
ン

ド
間

下
り

ス
ル

ー
プ

ッ
ト

■
:E

n
d

-t
o

-E
n

d

切
替

発
生

2
0

1
5

/7
/1

5
3

4
研

究
ゼ

ミ

切
替

発
生



R
a

d
io

 o
n

 D
e

m
a

n
d

 機
能

に
よ

り
通

信
起

動
制

御
可

能
と

す
る

車
載

型
全

方
位

映
像

転
送

シ
ス

テ
ム



車
載

型
全

方
位

映
像

通
信

に
よ

る
災

害
状

況
収

集

・
全

方
位

映
像

に
よ

る
3

6
0
度

の
被

災
地

映
像

を
取

得
・

In
te

rn
e

tよ
り

W
e

b
-G

IS
に

よ
り

閲
覧

可
能

・
平

常
時

の
道

路
監

視
（
積

雪
、

路
面

凍
結

等
）
の

監
視

可
能



3
7

災
害

情
報

シ
ス

テ
ムク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム

GP
S衛

星

破
壊

さ
れ

た
基

地
局

安
定
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

不
安
定
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
被
災
地
域
・
中
⼭
間
地
域
）

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

(M
ob

ile
)

タ
ブ

レ
ッ

ト
・

ス
マ

ホ
端

末

In
te
rn
et

DT
Nモ

バ
イ

ル
ク

ラ
ウ

ド

W
eb

-G
IS

シ
ス

テ
ム

通
信

が
途

絶
え

て
も

通
信

が
途

絶
え

て
も

通
信

が
途

絶
え

て
も

通
信

が
途

絶
え

て
も

常
に

ク
ラ

ウ
ド

機
能

を
果

た
す

常
に

ク
ラ

ウ
ド

機
能

を
果

た
す

常
に

ク
ラ

ウ
ド

機
能

を
果

た
す

常
に

ク
ラ

ウ
ド

機
能

を
果

た
す

繋
が

っ
た

時
に

デ
ー

タ
の

繋
が

っ
た

時
に

デ
ー

タ
の

繋
が

っ
た

時
に

デ
ー

タ
の

繋
が

っ
た

時
に

デ
ー

タ
の

同
期

を
取

る
同

期
を

取
る

同
期

を
取

る
同

期
を

取
る

D
e
la

y 
T
o
le

ra
n
t 

N
e
tw

o
rk

D
e
la

y 
T
o
le

ra
n
t 

N
e
tw

o
rk

D
e
la

y 
T
o
le

ra
n
t 

N
e
tw

o
rk

D
e
la

y 
T
o
le

ra
n
t 

N
e
tw

o
rk

に
よ

る
モ

バ
イ

ル
ク

ラ
ウ

ド
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

モ
バ

イ
ル

ク
ラ

ウ
ド

シ
ス

テ
ム

に
よ

る
モ

バ
イ

ル
ク

ラ
ウ

ド
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

モ
バ

イ
ル

ク
ラ

ウ
ド

シ
ス

テ
ム



G
P

SR
S
-

2
3
2
C

⇔
U

S
B

無
線

L
A

N

衛
星

通
信

電
動

雲
台

平
成

2
2
年

度
：
ス

マ
ー

ト
ア

ン
テ

ナ
に

よ
る

車
載

モ
バ

イ
ル

型
ア

ド
ホ

ッ
ク

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
移

動
中

継
局

）

・
衛

星
通

信
に

よ
り

中
継

車
の

G
P

S
位

置
情

報
と

経
路

情
報

を
互

い
に

交
換

・
位

置
情

報
を

基
に

無
線

LA
N

の
電

界
強

度
が

最
大

に
な

る
よ

う
に

電
動

雲
台

を
制

御

・
指

向
性

ア
ン

テ
ナ

で
高

速
デ

ー
タ

転
送

可
能

・
複

数
無

線
搭

載
に

よ
り

マ
ル

チ
ホ

ッ
プ

可
能

移
動

中
継

車
<

->
基

地
局

も
通

信
も

可
能

・
移

動
し

な
が

ら
で

も
ア

ン
テ

ナ
が

自
動

追
従

コ
グ

ニ
テ

ィ
ブ

無
線

ル
ー

タ



実
験

環
境

2
0

1
5

/7
/1

5
第

1
6

2
回

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
通

信
と

分
散

処
理

研
究

会
3

9

Ｘ



気
球

ワ
イ

ヤ
レ

ス
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

利
用

形
態

山
間

部
で

の
災

害
時

山
間

部
で

の
災

害
時

山
間

部
で

の
災

害
時

山
間

部
で

の
災

害
時

最
寄

の
自

治
体

ビ
ル

最
寄

の
自

治
体

ビ
ル

被
災

地
（
平

地
）
で

の
利

用
被

災
地

（
平

地
）
で

の
利

用
被

災
地

（
平

地
）
で

の
利

用
被

災
地

（
平

地
）
で

の
利

用

ＩＰ
電

話

モ
バ

イ
ル

Ｐ
Ｃ

モ
バ

イ
ル

Ｐ
Ｃ

災
害

地
域



改
良

型
気

球
ワ

イ
ヤ

レ
ス

ア
ド

ホ
ッ

ク
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

・ ・・・
空

か
ら

地
上

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

空
か

ら
地

上
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
空

か
ら

地
上

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

空
か

ら
地

上
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
・ ・・・

W
i-

F
iで

ス
マ

ホ
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
利

用
可

能
で

ス
マ

ホ
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
利

用
可

能
で

ス
マ

ホ
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
利

用
可

能
で

ス
マ

ホ
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
利

用
可

能
・
高

気
密

性
材

料
に

よ
る

楕
円

型
気

球
・
高

気
密

性
材

料
に

よ
る

楕
円

型
気

球
・
高

気
密

性
材

料
に

よ
る

楕
円

型
気

球
・
高

気
密

性
材

料
に

よ
る

楕
円

型
気

球
・
フ

ィ
ル

ム
型

・
フ

ィ
ル

ム
型

・
フ

ィ
ル

ム
型

・
フ

ィ
ル

ム
型

太
陽

光
発

電
太

陽
光

発
電

太
陽

光
発

電
太

陽
光

発
電

・
軽

量
・
軽

量
・
軽

量
・
軽

量
無

線
無

線
無

線
無

線
L
A

N
L
A

N
L
A

N
L
A

N
カ

メ
ラ

カ
メ

ラ
カ

メ
ラ

カ
メ

ラ



バ
ル

ー
ン

ノ
ー

ド
構

成
(2

)

•
扁

平
型

バ
ル

ー
ン

–
球

体
型

バ
ル

ー
ン

と
比

較
し

て
横

風
を

受
け

る
断

面
積

を
小

さ
く
す

る
こ

と
で

、
空

気
抵

抗
を

少
な

く
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
揚

力
に

よ
る

復
元

力
に

よ
り

安
定

性
も

増
加

で
き

る
[6

]
扁

平
型

係
留

気
球

揚
力

復
元

力

張
力

4
2



プ
ロ

ト
タ

イ
プ

シ
ス

テ
ム

の
構

成
バ

ル
ー

ン

P
o

E
ア

ダ
プ

タ

サ
ン

パ
ワ

ー
ソ

ー
ラ

ー
社

製

太
陽

電
池

パ
ネ

ル

発
電

:5
0
w

, 
2
V

1
.0

5
K
g

P
M

-5
1

0

消
費

電
力

3
w

3
5
0
g

ア
イ

コ
ム

社
製

A
P

-8
0

M

消
費

電
力

：
1

2
w

2
5
0
g

イ
ン

バ
ー

タ

バ
ッ

テ
リ

ー
2

6
A

h

扁
平

型
係

留
気

球

4
5

m
~

6
0

m

a

b

a
 =

 0
.9

m

b
 =

 1
.5

m

体
積

8
.2

8
m

3

4
3



本
実

験
2
回

目
計

測
結

果

4
4

�
1
回

目
の

実
験

と
比

べ
、

建
物

や
樹

木
等

の
障

害
物

が
無

か
っ

た
た

め
、

2
3

0
m

付
近

で
あ

っ
て

も
高

い
ス

ル
ー

プ
ッ

ト
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
た

�
1
回

目
の

実
験

と
同

様
、

各
地

点
で

観
測

で
き

た
最

も
高

い
ス

ル
ー

プ
ッ

ト
の

値
は

地
上

実
験

時
の

ス
ル

ー
プ

ッ
ト

の
値

に
近

い
結

果
が

出
た

�
2

0
0

m
地

点
ま

で
1

.5
～

2
の

フ
レ

ー
ム

レ
ー

ト
で

画
像

を
取

得
す

る
こ

と
が

で
き

た



ド
ロ

ー
ン

ー
に

よ
る

メ
ッ

シ
ュ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

と
情

報
孤

立
地

域
か

ら
の

情
報

収
集



シ
ス

テ
ム

構
成

Ta
ke

 v
id

e
o

 U
A

V

T
h

ro
u

g
h

H
o

p
 U

A
V

2
0

1
5

/7
/1

5
前

期
研

究
発

表
ゼ

ミ
4

6

N
A

V
S

TA
R

S
a

te
ll

it
e

C
o

n
tr

o
l

D
e

v
ic

e

監
視

対
象

情
報

孤
立

地
域



ま
と

め

•
震

災
復

興
と

地
方

創
生

へ
の

向
け

た
戦

略

•
人

口
減

少
、

少
子

化
、

高
齢

化
に

対
応

•
岩

手
の

魅
力

の
生

か
す

（
観

光
、

農
林

水
産

、
人

的
資

源
）

•
光

か
ら

無
線

基
盤

へ
と

進
化

•
ＩＣ

Ｔ
の

利
活

用
の

重
要

性

•
過

去
の

歴
史

か
ら

学
び

、
志

を
高

く
！

！



ご
静

聴
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た


